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農林総合研究所

◎主な研究成果

◆栽培特性が 優れる 極良食味品種「 青天の 霹靂」を 開発 ◆冷涼地域でも安定栽培可能な酒造用品種「 吟烏帽子」を 開発

日本穀物検定協会の 食味官能試験で 、県内の 品種で 初めて「 特Ａ 」 耐冷、耐病性に 優れ、こ れまで の 酒米品種に 比べて 出穂期が 早
評価を 取得しまし た 。 く 、冷涼地域でも 安定し た 品質を 確保できま す。 高度精米でも 割
耐冷、耐病で 栽培特性が 優れ、平成２ ７ 年に 本県の 奨励品種に 指

れにく い た め 、純米酒から 大吟醸酒まで 幅広い 醸造適性があり ま定さ れまし た 。
す。平成30年に 本県の 認定品種に 指定さ れまし た 。

「 青天の霹靂」の籾と 玄米  

「 青天の霹靂」の草姿 左：「 つ がる ロ マ ン 」 中：「 青天の 霹靂」  右：「 まっ しぐ ら 」 「 吟烏帽子」の草姿  玄米（ 上）と 切断面（ 下）

◆ブ ラ ン ド 米生産支援シ ス テ ム 「 青天ナ ビ 」 を 開発◆水稲の 省力・ 低コ ス ト 栽培技術及び 高品質米安定生産技術の マ ニ ュ ア ル 作成

寒冷な本県の 気象条件に お いて 実用可能な省力・ 低コ スト 及び 衛星画像などを 基に 、水田１ 枚ごと に 、「 青天の 霹靂」の 施肥管

高品質米安定生産技術として、「 水稲 V 溝乾田直播栽培」「 水稲疎植 理や栽培に 適する 水田を 自動でアド バイス する 機能等を 備えてい

栽培」「 水稲高密度播種苗栽培」「 えみゆた か 移植栽培」「 あさ ゆき ま す。平成31年２ 月から 、県・ JA等の 指導員が 栽培指導に 活用し

の 栽培」「 はれわたり の 栽培」の 実用化技術を 開発し 、 体系化し たも ていま す。

のを 栽培マ ニュ アルとして 提供していま す。

青天ナビ（ 施肥指導画面）

各マニュ アル

◆農業用ド ロ ー ン に よ る 農薬散布の 普及 ◆秋出しト ルコ ギキョ ウ の 切り 花品質向上・ 開花抑制技術の 開発

近年利用が 進んで いる 農業用ド ロ －ン に つ いて、 水田雑草や 水 ９ ~ 10月出荷のト ルコ ギキョ ウ は、早期に 短茎で 開花し 品質が

稲・ 大豆等の 病害虫に 対する 農薬散布試験を 行い 、 作物へ の 安全 低下し ま す が 、定植直後から 発蕾時期ま で の 赤色LED電照によ

性と 十分な防除効果を 確認し 、 無人ヘリ 同様に 活用できること を 明 り 、開花が 抑制さ れ切り 花品質が 向上する 技術を 開発しまし た 。 

ら か にしまし た 。

トルコ ギキョ ウの赤色LED電照試験の状況
（ 左:電照有り 、 右 ： 電照無し )

農業用ド ロ ーン による 農薬散布

◆夏秋ミ ニトマト「 サンチェ リ ーピュア」の 摘花房による 収穫期平準化技術の 開発 ◎そ の 他の 試験・ 研究・ 調査

夏秋ミ ニト マト は単価の 安い ７ ~ ８ 月に 収穫が 集中し 多く の 労力 ◆稲作の 経営規模の 拡大に 対応し た 省力的な栽培技術の 開発

を 要しま すが 、６ 月に 着果前の 開花花房を 切除すること により 、夏季 ◆水田営農に お ける 収益性向上技術に 関する 研究

の 収穫ピ ーク が 軽減し 秋季の 収量を 向上する 技術を 開発しまし た 。 ◆水稲・ 小麦・ 大豆の 作況試験

◆優良な種苗の 生産（ 水稲、小麦、大豆、花き ）

◆農耕地土壌実態に 関する 調査研究

◆主要病害虫に 対する 新農薬の 効果比較試験

◆病害虫発生予察の た め の 基礎調査

◆夏秋ト マト のデ ータ を 活用し た 自動かん 水技術に 関する 研究

◆青森型イ チゴ 栽培システムの 開発

ミ ニトマト の摘果房（ 左:処理、右： 無処理)

https://www .aom ori-itc.or.jp




